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【いちご】 

 相場は保合いとなっております。荷動きは良く、スムーズな販売で推移しています。気温の上昇で栃木県産は

微増傾向、イタミも散見されています。管内も数量は微増、相場は保合いで推移する見通しです。 

 【日量】約 2,300ケース（1㎏箱換算） 

 【単価】２Ｌ 380-350   Ｌ 350-330   Ａ 350-320 

 

【に ら】 

 全国的な入荷量は横ばいです。当管内は 3番刈りも終盤で、伊達・そうまともに出荷は最終盤を迎えている状

況です。荷動きは重く、量販店も春野菜がメインになっており相場は弱保合いで推移しています。 

 【日量】約 200ケース（100g束×50入り 5㎏箱） 

 【単価】ＡＬ（100g束）60-45 

 

【春 菊】 

 関東産の新物の増量が鈍く、低調な入荷が続いており引き合い強く相場はジリ上げで推移しています。管内の

出荷は最終盤を迎えている状況です。 

 【日量】約 150ケース（150g×20袋） 

 【単価】ＡＬ（150g袋）140-100 

 

【えんどう類】 

 九州産が終盤でさや・スナップともに全体量は減少している状況です。本県産の入荷量は増量しており荷動き

止めないよう相場は弱保合いで推移しています。 

 【日量】ハウススナップ約 800ケース 

 【単価】Ａ（1㎏）1,300  Ｂ（1㎏）1,000 

 

【アスパラガス】 

 九州産は立茎に入り減少、関東産は微増していますが全体量は横ばいで推移しています。春商材としての売り

場は確保されており、引き合い強く高値維持の保合いで取引されている状況です。 

 【日量】約 75ケース（4.5㎏箱「100g束×45束」） 

 【単価】100g束 ２Ｌ 200-180円 Ｌ 220-200円 Ｍ 200-180円 


